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１ 佐倉市部活動地域指導事業検討会
組織について
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（１）設置目的

【目的】
佐倉市立中学校における部活動の地域移行に向けた総合的企

画及び課題解決に向けた検討を行い、段階的に地域移行を推進
するため、佐倉市部活動地域指導事業検討会を設置する。

【所掌事務】
（１）部活動の地域移行に必要な総合的な企画に関すること
（２）関係機関及び団体との連絡調整に関すること
（３）その他部活動の地域移行に必要な事項に関すること

2



SAKURA CITY

SAKURA CITY

（２）委員構成

学校現場

保護者

関係機関
佐倉市・

市教育委員会

学識経験者

地域の関係者で組織
外部オブザーバーの出席も可。
分科会の設置も可。

・PTA連絡協議会

・佐倉市体育協会
・総合型地域スポーツクラブ

・順天堂大学

・教育部⾧
ほか関係課⾧

・佐倉市校⾧会
・一部会小中学校体育連盟
・一部会音楽研究会
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２ 部活動改革を取巻く国・県の動き
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（１）国における検討経緯等
令和２年９月

平成３１年１月中央教育審議会答申や、令和元年の国会での付帯決議も踏まえ、
令和２年９月に「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」が示される。

令和４年１２月
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライ
ン」策定

休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については、学校の職務として
教師が担うのではなく地域の活動として地域人材が担うこととし、地域部活動を
推進するための実践研究を実施する。その成果を基に、令和５年度以降、休日の
部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師
が休日の部活動に従事しないこととする。

平成３０年度に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライ
ン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を統合、全面
的に改訂。
学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地
域クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え方を提示。
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（２）千葉県が示しているスケジュール

年 度 実 施 内 容

令和４年度 全ての市町村で協議会の設置完了

令和５年度 各市町村１部活以上、休日部活動の地域移行

令和６年度 全中学校１部活以上、休日部活動の地域移行

令和７年度 全中学校の全部活動、休日部活動の地域移行

令和８年度 準備ができた部活動から平日も地域移行
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３ 佐倉市の現状
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（１）市内中学校の生徒数・学級数推移
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平成元年には7,700人ほどいた生徒は、平成20年には4,200人まで減少。
近年はほぼ横ばいながら4,200人を下回る状況となっています。
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（２）令和５年度に実施する内容

１ 民間事業者への委託による実証事業

①対象校及び部活動
臼井中学校 陸上部

②委託内容
ⅰ）部活動指導業務

週休日及び祝日に１回あたり３時間程度の指導を行う
ⅱ）調査研究業務

生徒、教師、保護者、社会体育団体等へのアンケート調査を行う
ⅲ）報告書作成業務

本業務における課題や対応策を報告書としてまとめる

③事業者選定方法及び契約締結時期
公募型プロポーザル方式により事業者を選定。7月中旬に契約締結予定。
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（２）令和５年度に実施する内容

２ 全体像
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佐倉市に合っ
た地域移行を

検討

委託事業による
実証実験

すでに行われて
いる独自取組み

の検証 大学など地域に
潜在する受け皿
組織との連携を

模索
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（３）市内で行われている独自取組み

佐倉市内では、以下のような独自の取組も行われています。

Ⅰ 通常の部活動時間中に外部指導者が指導にあたっているケース
【13部活】

Ⅱ 部活動の活動時間外にクラブチームとして、外部指導者又は顧問が指導
にあたっているケース

【２部活】

Ⅲ 教員が複数校の生徒を指導しているケース
【２部活】

Ⅳ 上記①＋②の複合型
【４部活】
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（３）市内で行われている独自取組み

類型 実施校及び部活動

Ⅰ型

【佐倉中】柔道部
【上志津中】ソフトテニス部、野球部
【南部中】剣道部、バスケットボール部
【臼井中】野球部、陸上部
【井野中】サッカー部、野球部
【臼井西中】陸上部
【臼井南中】剣道部、バレー部
【根郷中】バレー部

Ⅱ型 【志津中】野球部、【臼井中】卓球部

Ⅲ型
【上志津中】剣道部、【西志津中】剣道部
※２校を西志津中学校の顧問が指導

Ⅳ型
【志津中】ソフトテニス部、ソフトボール部、
【臼井中】ソフトテニス部、ソフトボール部
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（４）生徒アンケート結果

生徒アンケート概要

①調査対象
市内中学校１・２年生

②回答人数
２，３７９人

③調査期間
令和５年１月１７日（火）

 ２月３日（金）

部活動加入率

はい
91％

いいえ
9％
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（４）生徒アンケート結果（部活動別所属人数）
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（４）生徒アンケート結果

休日の地域クラブへの参加希望
休日活動日数に関する調査

※部活動に参加している生徒回答

自分なりのペースで
楽しく参加できるの
であれば参加したい
28％

自分なりのやりたい
分野・種目があれば
参加したい 26％

わからない
14％

参加しない
参加しないかもしれない
21％

専門的な技術指導をう
けられるのであれば参
加したい 11％

土日どちらか
１日活動したい
88％

土日どちらも
活動したい
12％
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（４）生徒アンケート結果

休日の活動時間に関する調査
※部活動に参加している生徒回答

休日活動への参加意向
※部活動に参加していない生徒回答

３時間
45％

2時間
30％

4時間
15％

4時間以上
10％

条件が合えば
参加したい

（運動系）7％

すでに地域クラブ・団体
の活動に参加している
41％

参加する予定はない
46％

条件が合えば
参加したい

（文化系）6％
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（４）生徒アンケート結果 どのような条件が合えば参加したいか
【部活動に参加していない生徒回答】

◎自分の興味のあるものやスポーツが行える
・サッカーができる ・ヒップホップ ・Ｋ-pop
・自分の好きなスポーツだったとき ・柔道ができること
・パソコン（プログラミング）などのコンピューター系が好きな人がいる

◎時間や条件が合えば参加したい
・学業と両立できる ・通いやすく、時間帯問わず通える場合
・時間が短い ・土日どちらかだけの活動
・自分がしている習い事とのスケジュールが合えば参加したい
・顧問などの講師が複数人いる ・厳しい決まりがない ・家から近い
・時間が早ければ参加したい ・週３，４の活動
・自分の都合の良いときに活動できる

◎自分自身のためになるなら参加したい
・自分のためになること ・レベルが高ければ参加する

◎その他
・あまりお金がかからない ・環境が整っている場所 ・勉強時間の確保
・友達がいる ・楽しく参加できる
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（５）保護者アンケート結果

保護者アンケート概要

①調査対象
市内中学校1・2年生の保護者
②回答人数
１，１７０人
③調査期間

令和５年１月１７日（火）
 ２月３日（金）

休日部活動を地域のスポーツ団体
が担うことへの意見

賛成
40％

反対3％

どちらかとい
えば反対14％

どちらかといえば
賛成 43％
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（５）保護者アンケート結果

子供が休日に地域のスポーツ・文化団体の運営する
活動を希望した場合どのように考えるか

参加させない・参加しなくても良い 2％

分からない 3％

参加させる
参加しても良い

47％

子供に任せる
48％

地域部活動に移行した場合、土日祝日の活動につい
てどう考えるか

土日両日活動
するのが良い
16％

土日のどちらか１日
活動するのが良い
73％

土日は休みにするのが良い
11％
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（５）保護者アンケート結果

地域部活動に移行した場合、どのくら
いの活動時間が適当と考えるか

3時間
50％

4時間以上
10％

2時間
15％

4時間
25％
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（５）保護者アンケート結果
地域のスポーツ・文化団体の活動に期待すること

太字は多数意見

礼儀や人との
関わり方を学ぶ

専門知識や
技能の向上

スポーツの楽しさ

教員の多忙解消

活動時間の確保

対外試合や子どもた
ちの活躍の場の確保

同年代の他校の生
徒との交流

体力向上

地域の方との交流

基礎の指導
様々な種目や文化
活動への取り組み

学校との連携 お金がかからない

子どもたちの学び
の場が広がる

安全な活動 送迎等負担がない

勝利至上主義に
偏らない活動

部活動にはない活動
への取り組み

平等に指導を
受けられる場

学業との両立
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（５）保護者アンケート結果
地域のスポーツ・文化団体の活動の不安要素

指導者への不安

拘束時間

個人情報の扱い

テスト前の活動

トラブル対応

怪我等の緊急時の
対応

安全面 顧問と指導者の
指導の差

実施場所
（交通手段）

子供一人一人に目
が行き届くのか

学校との連携費用について

公平性がなくなる

勝ちにこだわる指導

地域格差

指導者がいない
場合の対応

保護者の関わり

感染症対策

太字は意見多数

子供の特性に合わ
せた配慮ある指導

進路や成績との
関わり
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４ 今後のスケジュール
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今後のスケジュール

第２回会議（９月中旬～下旬）を予定

•実証事業開始後の状況報告
•令和６年度の実証事業内容について協議

第３回会議（２月～３月）を予定

•実証事業開始後の状況報告
•実証事業の課題等の検証
•令和６年度のスケジュールについて
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